福島県県外避難者帰還・生活再建支援補助金　事業提案書（事業調書）

	○募集要項２（１）のア～エの該当分野選択
	


○事業名
	



○申請金額　※千円未満切り捨て
	



○支援対象避難者　※当該事業の対象者について、具体的かつ明確に記載すること
・支援対象避難者が現在居住している地域
	


・支援対象避難者の課題
	


・参加見込人数　※過去の実績がある場合、その実態に即した人数とすること
	
	実人数（人）
	延べ人数（人）

	県外避難者
	
	

	帰還者
	
	

	地域住民
	
	

	その他
	
	

	合計
	
	



○事業目的　※当該事業により達成を図る具体的な目的について記載すること
	


○事業内容
	・実施場所　※交流会等の場合は開催地域
	

	・実施期間
※交付決定後の事前準備～精算に要する期間
	令和　年　月　　日　～　令和　年　月　　日

	・新規または継続の別
	


・取組内容　※支援対象避難者の課題解決のためどのような事業を実施するのか具体的に記載すること
　　　　　　※交流会を実施する場合は、支援対象避難者の課題に適したプログラム内容を具体的に記載すること
	



○運営体制　※事業実施のための組織体制の状況、人材の確保等について明確かつ具体的に記載すること
	



○事業の周知方法
	



○実現可能性　※これまでの実績も踏まえ、事業の実現可能性について具体的に記載すること
	



○事業実績（継続事業の場合）
	【前年度事業の自己評価及び実施効果】


	【今回の応募でステップアップ（発展や改善等）した点】




○事業効果が特に高いと判断した理由（交付申請額が350万円を超える場合）
※以下のいずれの要件にも該当する必要があります。
（１）事業実施期間を通して、交付要綱第１条でいう県外避難者の参加が実人数 50 人以上となるよう計画されており、その計画を達成するための仕組みが設けられている事業であること。
（２）福島県内外の自治体又は地域と連携して実施される取組であること。
（３）孤立している県外避難者の参画又は参加が得られるよう計画されており、その計画を達成するための仕組みが設けられていること。
（４）補助事業終了後も、継続的、発展的に事業を展開するための具体的な計画がなされていること。
	



